
令和４年度 宮崎小学校 スクールプラン 

 
 
 
 
 
 
 
     本年度目標              具体的方策(○は小中連携で重点とする取り組み) 

 

中期重点目標 

 

 

 

研究主題    学びをつなぎ，学びを深める 

教育目標    みんなが仲良く主体的に取り組む児童の育成 

めざす児童像  思いやりのある子 自ら学ぶ子 やり抜く子 

協働できる仲間づくり 

自己（他己）肯定感・自己有用感を

もち，学校が楽しいと答える児童

の割合を９０％以上にする。 

◯学習活動全般でピアサポート活動を通し，自

他のいいところや違いを認め合える場を設

け，自己肯定感を高める。 
・学校行事や縦割り活動，委員会，係活動を通

して，自己有用感を育てる。 
社会性の育成 

美徳の五本柱（挨拶，返事，靴 
揃え，言葉遣い，黙働）を主体的に

実践できたと答える児童の割合を 
９０％以上にする。 

思いやり 

のある子 

つながりの中で

思いやりと社会

性を育てる 

・学年や学級に応じて，月の重点目標を設けること

で，美徳の五本柱への意識を高めるとともに，各

柱に対する具体的活動や自己を振り返る活動を通

して思いやりと社会性を育てる。 

健康の保持増進 

規則正しい生活や運動を心がけ，

健康を意識できたと答える児童の

割合を９０％以上にする。 

やり抜く心の涵養 

目標をもって，主体的・継続的

に取り組むことができたと答え

る児童の割合を９０％以上にす

・「がんばりカード」など，共有できる学習カ

ードを活用し，授業時における目標と振り

返りの一体化を図る。 

◯家庭との連携を通じ，自ら規則正しい生活や

適度な運動を心がけるルールづくりと家庭に

おける情報リテラシーの推進を図る。 
・きらきらチェックや保健，食に関する取組を

通して，自己の健康への意識を高める。 

やり抜く子 

未来を生き抜

く健康な心と

体を育てる 

児童の実態 

・素直でまじめ 

・主体性にやや欠ける 

・表現力が乏しい 

・SNS，ゲーム等を長時

間行う児童が多い 

地域・保護者・教

師の願い 

・豊かな心 

・確かな学力 

・健康な体 

働き方改革  

勤務することが苦にならない職場づくり《勤務時間の意識化。コロナ禍を契機とする行事内容の見直し・精選、会議終了時刻の明示》 

自ら学ぶ子 

主体的に学習

に取り組む態

度を養う 

主体的な学びに向かう授業づくり

めあてを持ち，主体的・対話的で

深い学び合いができたと答える児

童の割合を９０％以上にする。 

◯教師も児童も単元の見通しを持ち，つけたい力

に向かって学びをつなぐことのできる「課題設

定」と「自己評価」の工夫をおこなう。 
・一人一人の考えを引き出す手立ての工夫や、対

話的な学びを生み出す場の設定をおこなう。 
・学年の実態に合わせ ICT を有効に活用し，主体

的な学びにつなげる。 
自己調整力の育成 

漢字力・計算力テストで，自分の

目標に向かって計画的に取り組む

ことができたと答える児童の割合

を９０％以上にする。 

・個人の目標を設定し，見通しを持って学習でき

る「がんばりカード」を活用することで，自分

から計画的に学習できる態度を育てる。 


